
第
十
二
容

節
三
班

エ崇

四

八

毒

樺

之

農

業
(

1

)

日

次

T
P
鹿
柴
の
虫
的
考
怨

二
､
飽
米
の
概
況

三
'
木
槌
気
候
拓
と
虚
柴
と
の
鵬
係

四
'
耕
地
及
坤
訓
継
批

正
'
放
浪
人
口

六
'
虚
業
生
産
戯
主
部

頗
莱
物
産
の
概
況

A
､

T
般
飽
米
｡
栄

.
甘
緒
.

Fq
.
特
殊
性
柴
O
廿
巧

聖

落

花
篭

C
.
閑
鉱
位
米

｡
芭
R
:o
風

発

棚
先

邦
｡

D
t
家
筋
｡
養
豚
｡
発
牛

｡
米
食
｡

七
､
紳
諭
｡

B
､

鼻
薬
の
史
的
考
馨

義
博
は
十
七
世
紀
の
初
め
刺
繍
人
が
貿
易
上
の
利
を

占
む
る
を
目
的
だ
し
て
今
の
安
平
､
董
南
を
占
領
し
,

轟
南
を
根
接
ビ
な
し
～
附
近
の
番
人
及
支
邦
移
民
に
封

神

保

六

合

男

し
資
本
を
供
給
L
､
各
班
的
耕
作
激
を
指
導
し
て
寄
ら

砂
糖
の
産
屋
に
カ
め
た
の
で
あ
る

古
記
銀
に
督
時
砂

糖
の
愉
封
七
八
歯
斤
に
蔑
し
た
だ
あ
る
｡
土
地
制
度
は

所
謂
固
有
主
覇
に
よ
-
士
民
に
所
有
横
や
輿

へ
雪

小

作
制
度
に
よ
･E,小
作
料
を
徴
収
し
士
民
は
土
地
使
用
槽

を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
程
｡
本
島
地
積
の
単
位
な
る

甲
歩
は
即
ち
督
時
の
蒐
刺
の
今
日
に
春
す
る
も
の
で
あ

る
｡
次
に

一
六
六

蒜

邸
氏
は
前
人
を
撃

っ
て
轟
南
に

壕

っ
た
｡
政
は
開
鶴
を
兼
箪
ビ
精
し
固
家

的
の
経
常
弦

に
よ
･C
!

支
那
移
民
を
増
税
し
て
m
m
の
制
を
布
き
未

墾
地
凹
十
飴
箇
所
の
開
墾
に
成
功
し
た
0
土
地
制
度
は

蘭
人
の
開
拓
し
た
も
の
を
官
田
だ
し

､蘭
人
は
玉
田
ビ

栴
し
た
)
靭
有
だ
な
し
'
邸
氏
の
窟
講
及
有
力
な
文
武

官
が
移
民
を
し
て
開
墾
さ
せ
る
も
の
を
私
田
だ
精
し
､

公
髄
を
徹
し
'
所
有
楯
は
実
篤
及
女

叫
宵

に典
へ
ら
れ



た
｡

甜
て
鳴
旧
制
に
よ
り
冊
梨
し
た
土
地
は
之
を
常
盤

問
だ
綱
し
.
三
年
閏
免
租
L
M
年
目
か
ら
は
祝
枕
し
た

此
が
重
昭

に
於
け
る
自
作
班
の
泥
櫓
で
･･JG
る
｡
.
〓
ハ
八

三
年
以
後
基
滑
が
描
囲
碩
士
.!J
な
る
に
及
び
､
南
支
郷

の
移
操
は
大
河
の
決
す
る
が
如
-
渡
塞
-
冨
粟
は
軍

っ

て
之
に
資
本
を
投
下
L
p
苛
も
有
利
な
土
地
を
塘
児
す

れ
ば
班
-
て
之
が
略
取
に
努
め
､
四
十
年
を
田
で
す
し

て
南

部
姦
轡

は
農
新

地

の

不

足

を
誹

へ

る

に
至
っ
た
｡

晴
間
が
基
糖
を
攻
略
し
た
目

的

は
邸
氏
を
亡
耳
に

あ
っ

て
土
地
の
研
和
に
就
て

は
望
む
蝿
し
て
ゐ
な
か
っ
た
～J

見
え
､
開
村
清
和
に
支
那
移
比
の
渡
航
を
禁
止
し
た
こ

だ
は

11
潤
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.｡
然
る
に
利

に
敏
き
移
民
の
密
航
潜
入
は

一
片
の
柴
令
の
よ
-
制
止

し
得

ペ
-
も
あ
ら
ず
蓬
に
禁
令
撤
贋
を
見
る
に
.#
.っ
た

捕
-
て
移
民
は
漸
次
北
上
し
p
庶
剛
.:.の
末

年

(

.i七
〇

九

)

に
は
既
に
姦
北
中
野

に
及
び
乾
降
の
未
年
(
一

七

八
七
)
に
は
畳
蘭
地
方
､
嘉
駆
(
一
八

1i
凹
)
に
は
描
也

配
に
倭
人
し
.
成
盟
二

八
互

ニ
)
に
は
董
束
の
野
に
侵

借
し
た
｡
か
-
で
姦
輯
全
島
の
平
野
は
支
邦
人
に
よ
り

で
開
墾

S
普
及
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
斯
-

塞

鵜

沼

之

遮

茄

轡
の
軍
規
が
闘
拓
普
か
ら
ん

だ
す
る
秋
､
天
津
便
約
に

ょ
b
t
安
平
､
打
狗
､
淡
水

p
義
隆
等
の
閉
経

(
一
八

六
〇

)
ど
な
り
.､
貿
易
の
開
始
だ
典
に
縛
鯛
L
の
進
展

は
産
業
の
畿
連
か
.1促
し
.
先
づ
南
部
に
粕
業
北
郷
に
茶

業
の
敬
蓮
か
見
る
に
至
っ
た
｡
構
政
府
亦
遅
滞
な
が
ら

義
,tqIJ産
業
開
聡
に
用
ひ
､
就
中
創
部
確
に
よ
づ
て
面

B

を

一
新
し
>
樟
脳
､
石
炭
も
貿
易
晶
の
数
に
加

へ
ら

れ

た
｡
か
-
て
探
膳
の
結
基
防
番
の
必
嬰
を
喚
起
し
'
開

拓
は
漸
次
両
地
に
及
び
事
業
が
漸
-
楯
に
既
か
ん
ピ
し

て
以
っ
て
酔
間
の
傾
有
に
蹄
し
た
の
で
あ
る
｡
将
領
時

代
の
ノ土
地
制
皮
は
､
番
人
研
属
地
の
外
は
捕
開
閉
糞
便

例
に
準
じ
'
蘭
邸
糊
代
の
ト11
園
は
之
を
民
有
に
蹄
し
.

新
拓
絹
地
に
は
新
に
租
構
闘
係
な
る
も
の
を
生
じ
た
.

即
ち
富
豪
､
構
勢
者
が
骨
腫
叉
は
番
人
よ
-
土
地
の
開

架
槽
を
程

(
大
和
月
､TJ
い
ふ
)
之
を
小
作
人
(
小
机
声
)

に
開
墾
せ
し
め
て
小
作
料
を
微
し
た
が
､
年
を
鮭
る
に

捉
ひ
大
机
戸
の
勢
力
が
裏

へ
て
大
粗
雑
は
彊
買
､
川-
典

(
入
欝
)
の
爵
時

々
し
て
小
介
さ
れ
蓬
に二
は
土
地
.fJ
め
闘

係
を
失
ふ
に
軍

D
､
小
机
月
は
之
に
反
し
土
地
の
賓
楯

を
掌
握
し
'
史

に
小
作
人
(
個
人
)を
瑠
き
て
耕
作
せ
し

]‥三

川
九



地

拭

妨
十
二
怨

め
.
小
作

料
を
徴
す
る
-品

が

あ

る
に
至
っ
た
｡
政
府

は
地
利
を
大
槻
声
よ
り

股
肱
し
て
屠
た

が
粗
柿
S
混
乱

に
穐
ひ
通

腺
が

多
-
､
刻
銘
樽
は

大

決
断
を
以
っ
て

､

大
租
槽
を
焚
止
し
'
小
鞘
声
を
窄

ま

(
所
有
槽
)

A/J
L

地
租
を
貸

謄
さ
せ
た
｡
典
州る
に
輿
論
は
持

々
･J･J
L
三
次

訴
欺
願

者
が
続
出
し
､
英
傑
被
も
蓬
に
方
策
の

-L
部
哲

:'
'･･.J
r.

.
i
.'･.･･

∴
､
･･
･=
:
I:
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J.I
･
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･
∴
･･.7
･

し

た

の

で
あ

る
｡
我

政
府

は

明
治

三

十

六

年

此

の

大
槻

椎
髭

=雇

L
p
小
鞘
声
を
業
等

,･J
し
て
p
之
に
納
税
の

"

I.I.･･㌧

･I
･:･･

･･
･
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1
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･
･

年
制

に放て
p
移
住

的
抽
代
地
･,･J
し
て
の
董
糖
は
其
の

･･
.･
･
.:
･∵‥
:.I.'
･･I.
1_.I.'
･':･.･･.i
J
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I,八
･

.I

.

し
て
､
換

言
す
れ
ば
人
口
問
題
､

軽
油
問
題
に
つ

き

特

に
行
き
つ
ま

り
の
状
態
に
放
て
基

軸
は
本
邦
の
傾

有

に

据

し

た
の

で
あ
る

0

ニ
ー
盛

栄

の

概

況

本
島
は
紙
面
構
二
千
三
軍

二
十
二
万
鬼
で
九
州
だ
略

ぼ
等
し
-
､
種
苗

一
番
八
に
達
す
る
申
典
山
脈
之
を
推

賞
し
､
長
大
な
る
分
水
轡

で
な
し
東
部
は
平
野
少
な
-

西
都
は
蛮
潤
な
る
沃
野
を
な
し
､
本
島
の
:I.B
業
は
主
だ

雄

三

鯛

二
宍

.Ti=:○

し
て
､

西
部
山
麓
よ
-
海
岸
平
野
に
甘
言

地
方
に
盛
に

畳

ま
れ
て
ゐ

る

｡
北
田

描

線

は

本

島

の

略

々
中

央

を

横

断
し
､
束
傍
は
温

熱
両
性
を
昔

び

一般
に
温
別

で
酢
潜

の
時
期
長
-
願
麓
を
知
ら
す
'
粗
水
四
時
常
練
を
な
し

準

光
を
見
る
も
の
由

だ
稀
で
あ
る
.)
由

っ
て
之
が
蛍
業

蕉
産
に
用
係
す
る
こ
.J･J
大
き
-
各
柁
農
作
物
に
通
し
p

汎
昔
軌
物
な
併
有
す
る
伐
が
あ
る
｡
而
し
て
本
高

明
に

於
て
も
北
部
ビ
南
部
･/J
は
金
-
武
侠
を
異
に
L
p
南
部

は
北
郷
よ
り

叫
圏
熱
帯
的
で
あ
る
｡
叉
被
の
糎
凪
は
虚

業
上
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
だ
大
で
あ
る
｡(
余
の
姦
圃
之

朱
横
参
照
)｡
金
島
に
互
-

米作
を
以
っ
て

等

tJ
な
し
甘

藩
､

甘
藷
､軍
悠
∵
茶
p
港
北
茂
之
に
次
ぎ
副
業
,tJ
し

て
養
豚
養
鶏
が
盛
で
あ
る
｡
中
部
以
南
に
て
は
水
田
及

畑
に
甘
藷
が
多
-
栽
培
さ
れ
p
北
部
に
放
て
は
平
地
及

び
丘
陵
地
に
茶
が
多
-
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
｡
自
然
地
理

壁
上
本
島
は
其
面
積

班
大
で
な
い
の
み
な
ら
ず
､
高
山

此
校
的
多
く

農
耕
適
地
は
制
限
さ
る
～
嫌
あ
る
も
熱

帯
特
有
の
天
遵
ビ
勤
勉
L･.
る
二
百
凹
十
寓
の
農
民
E
に

依

っ
て
農
業
壁
産
は
極
め
て
豊
密
で
あ
る
｡
農
薬
に
封

す
る
行
政
糟
踊
ビ
し
て
は
中
央
に
紙
背
府
.
砲
座
昂
-



地
方
各
州
に
勧
業
課
或
は
鋤
罪
係
が
Jの
-
1
補
職
磯
靭

ビ
し
て
中
央
研
究
所
良
策
部
､
各
州
出
訴
試
騰
場
等
が

あ
っ
て
出
訴
各
般
の
研
究
な
行
ひ
.
叉
農
部
囲
櫨
だ
し

て
は
各
州
鹿
に
畏
骨
が
あ
-
､
郡
､
術
圧
､
都
路
等
に

農

事

小

組

合

叉
は

該

聯

倉

骨
が
あ

っ
て
本
島
農
政
上
の

助
力
糟
皿
ビ
し
て
農
林
業
の
改
良
敬
連
の
任
に
皆

っ
て

潜
々
ビ
し
て
其
の
歩
を
進
め
'
所
謂
熱
帯
農
業
図
の
特

色
を
遺
憾
な
-
磯
揮
せ
ん
ビ
努
め
て
ゐ
る
｡

三
七
本
島
気
候
区
と
盛
薬
と
の
関
係

地
形
.
降
雨
を
中
心
k)し
､

其

他

の
衆

僕

要

素
を

参

酌
し
て
金
島
気
候
閲
､
匿
分
地
閲
を

作
成
す
れ
は
､
左

の
如
-
五
地
帯
.
三
地
位
ビ
な
る
だ
恩
ふ
｡

盈
~
中
央
山
脈
地

帯

中
央
山
脈

を
中

心
ビ

し

二
千
種
の
閑
等
雨
量
鈍
に
挟
ま

れ
た
る
地
瀞
で
､
人
文
地
理
撃
上
､
人
隼
だ
最
も
踊
係

操
き
地
帯
で
あ
る
｡
即
ち
大
森
林
を
始
め
だ
し
て
.
令

大
都
帝
に
引
川
す
る
水
道
及
電
力
は
勿
論
､
平
地
に
於

け
る
農
業
上

(
特
に
本
島
に
於
で
然
-
ど
す
)
敏
-

ペ

迩

簡

之

虚

栄

拾

一
間

武

侠

憧

国
分
園

か
ら

ざ
る
惰
眠
用
水
の
源
を
な
し
P
荷
本
昔
西
部
斜
面

及
丘
陵
地
は
開
墾
せ
ら
れ
て
､
本
島
栽
植
農
業
の
中
心

地
昔
を
し
て
ゐ
る
.
之
を
左
の
三
園
に
細
別
す
る
革
が

出
凍
る
｡1
'
北
部
多
雨
低

次
高
山
脈
以
北
(
冬
季
降
雨
'
夏
季
乾
燥
)
に
し
て
山

地
､
丘
陵
に
は
茶
､
柑
橘
､
樟
脳
等
の
培
膳
が
盛
で
あ

る
0

2
､
閣
部
多
雨
置

]
1〇
九

五

】



北

総

鰐
十
二
懲

阿
見
〓
山
脈
以
南
(
夏
季
降
雨
'
冬
季
乾
燥
)
の
熟
瀞

地
に
し
て
丘
陵
､
川
地
に

木
瓜
'
鳳
梨
'
甘
顔
等
の
栽

柿
が
盛
で
あ
る
｡

比
の
地
位
に
属
す
る
展
粟
盆
地
は
夏
季
三
箇
月
閏
に
馬

此
水
の
氾
濫
あ
-
.
下
淡
水
演
を
は
じ
め
ffJ
L
諾
河
道

の
塵
蓮
頻
繁
に
し
て
'
冬
季
は
乾
性
烈
し
-
河
水
の
澗

渇
を
裸
す
Ll
J,/J農
業
上
不
利
罷
る
気
侭
状
態
に
し
て
.

肥
決
な
れ
TT'J
も
自
然
に
ま
か
せ
て
猫
野
を
な
す
所
が
多

ヽ
0
し

cE二

中
部
盆
地
匿

阿
曳
山
､
次
高
摘
出
脈
の
申
開
(
笛
博
多
し
)地
匿
に

し
て
顕
る
蒸
し
劫
-
雷
雨
の
多
き
こ
ど
'
風
力
の
弱
き

却
金
島
雛

一
位
に
し
て
'
粂
-
盆
地
特
有
の
気
候
匿
を

な
し
､
風
貌
'
バ
ナ
ナ
等
の
栽
培
盛
に
行
は
れ
.
特
に

木
偶
の
バ
ナ
ナ
は
基
質
に
於
て
も
う
最
に
於
て
も
全
島

第

一
伐
を
占
め
て
ゐ
る
｡
此
れ
金
-
喜
熱
.
無
駄
な
る

東
棟
の
然
ら
し
む
る
用
で
あ
る
｡

馳
p
西
部
山
麓
地
帯

西
部
山

姥
平

野

に

し

て

二

千
粗
A,J
千
五
育
純
.･+J
の
囲

約
一二
拙

三
rJ

茄
∴

執

両

線

の

中

間

地

昔

で

人

文

地

排

撃

上

､

人

珪

ビ
直

接

麦
捗

の

敦

も

機

き

地

方

で

一

般

に

坤

用

紙

配

を

主

.tJ
す

る
農

業

(

濁

水

演

以

南

に

は

末

だ

多

-

の

耽

天

田

が

あ

る
が
)
務

通

し

本

島

米

作

の

中

心

地

昔

を

LIB
L

て

ゐ

る

e
.

東

部

山

死

地

肝

降
雨
二
千
粍
以

下

に

し

て

､

花

越

路

よ

-
道

東

に

至

る
狭
義
な
る
山
谷
l#
野

で

土

塊

は
窮

四
期

粘

板

岩

士

よ

り
な
り
'
あ
盈
-
肥
沃
で

は

な

い
が

河

水

匪

鹿

に

よ

る

米
作
'
甘
荘
作
等
の
農
業
が

雄

連

七

っ

ゝ
あ

る
｡

盛
p
西
部
海
岸
乾
燥
馳
駆

降
雨
千
宝
石
鵜
以
下
の
地
帯
で
冬
季

乾

燥

烈

し

-

牛

沙
摸
状
態
AJ･J
な
り
.
農
業
鳩
柿
沢
な
し
で

は

敏

速

せ

せ

只
甘
藷
及
甘
盛
の
作
骨
を
児
る
の
み
で
海
岸
で

は

製

盛

業
が
聡
逢
し
て
ゐ
る
0

倍
.
粟
邦
淋
雨
地
帯

兼
邦
山
麓
碑
の
北
に
通
-
､
降
水
畳
飴
b
多
か
ら
ざ

れ
.̂JJ
も
冬
季
降
両
日
数
非
常
に
多
-
陰
夢
な
る
式
棟
匿

で
山
地
多
-
産
業
上
見
る
べ
き
も
.9
は
少
い
が
'
只
宜

蘭
地
方
の
米
､
紺
橘
及
び
南
換
両
地
の
甘
木
己
は
有
名



で
あ
る
0

嬰
す
る
に
電
機
の
産
業
就
申
=3
業
を
敬
属
せ

し
ひ

る
に
は
先

づ
本
島
の
最
低
に
順
聴
し
た
設
備
を
施

A;-･ね
ば
な
ら

ぬ
O
即

ち
河

川

工

事

を

完

成
(
特

に

下

流

に
放
け
る
河
道
の

渡
泥

A,vJ
護

岸
工
事
)

し

て
氾

濫

を

防

遇

L

以

っ

て
涼

野

む

新

地

.I-J
L･BL

｡

漕

批

工

事

を
充

分

に
し
季
節
的
に
求
る
畢
塵
に
輔
へ
る
等
=:山
民
な

し

て

安

晒
せ
し
む
る
事
が
肝
要
で
あ
る
｡
糊
に
覗
寮
進
行
中
の

濁
水
演
護
岸
工
事
､
俳
び
に
上
水

工
事
､
嘉
南
大
輔
工

轟

p

下
流

来
演

護
岸
上
水
工
雄
等

の

完

成

せ
る
帽
に
は

･林
･H
農
葉
上
に

一
大
葦
新
を
祇
た
す
調
は
必
秋
州で
あ
る

四
.

潮
馳
及
坤
川
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眠
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本
島
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面
積
二
丁
三
宵
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十
二
万
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渉

に
換
算

す
る
亡
き
は
三
間
七
十
苗
八
千
七
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五
十
八

甲
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な
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両
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七
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控
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苫
九
十
七
寓
七
千
二
田
四
十
八

一

甲
ど
な
る
｡
而
し

て昭
和
三
年
現
在
'
土

地

姦
帳
地
目

別
面
積

か
示
せ

ば
次
の

如

-
で
あ

る
｡

祁LJ放 砲 射 馳 紐 恕 州 印

モミを;l',tI- rrJ

柿 川州 的 放 免

地 地 地 揚 m 地 池

記
岬
類

外
5

3
心
窓

N
u二
∴
･:
JP
'

∵
Lu
h‥

:TrJ!TT
i
∴
t
n
f.....I
.i

慧
ニ
･K
O

'1JJ
心

l

三
八

二
'宅

巴

ご
ま

'

八
川聖

二髭

'責
:Ji
l

叫
;､
､

∵.;l1.3[ハ

㍗

..)

I

エ八
重

へ

;Lハ栄
二

舶

lこ.-.｢り

池原牧過E.:j
氾

相

描

地乃日,Ill林
野場′ヽl

HI什P
路規

川

窓

水

路

]､記
入
NA

三
二ハ八
､
二

ハ重

責

八宗
I

P
ニ
さ
ニ

七

八望
1
'

八
〔荒
れ

空
九七
㌧

七宝
八

･蒜
ニt
T
.
C

>完

入｡l
t
P

只

左

心
か

.
毒

童

lL1柔三
'

山
ハ
八
完

各 班 軌 公 鎖 Jl't.嗣

迫 籾
兵 閑 芸 ･

川 放

計 防 場 地 地 地 軸

甲空

ニ
p
四二
七

三

豊

八
'
孟
三

八
三
'九蒜
混

三
相､六
八八

空
J､0?蒜

二二八'
七

二
=八

二真
ぎ
ポ'八窒
11

但
し
叫

叩
-

二

九
三
的
坪
で
内

地
の

約

7
町
渉

に祁怖
す

る
.

鮎

賢才

之

戯

FIE:.



地

球

第
十
二
懇

新
地
面
積
は
昭
和
二
年
末
現
在
で
水
旧
三
十
九
寓
九

千
tIE
五
十

.i
甲
､
畑
四
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二
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八
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二
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p
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嘉
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明
治
三
十
三
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田
畑
面
積
三
十

五
常
人

千
首
八
十
二
甲
に
此
す
れ
ば
賓
に
槽
数
面
積
の
開
聡
腫

脹
を
遊
げ
た
こ
だ
～
な
-
､
佃
は
之
を
最
近
十
年
前
の

大
正
五
年
に
於
け
る
任t
畑
面
積
七
十
三
苗
八
千
四
宵
十

七
甲
に
此
す
る
も
七
八
爵
三
千
四
官
五
十
六
甲
の
横
服

を
み
.
従
っ
て
之
が
各
種
農
業
鎮
座
の
塘
加
に
寄
典
せ

し
こ
亡
は
賓
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
｡

領
轟
後
三
十
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於
け
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耕
地
面
積
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加
率
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せ
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如
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計

指

数

蓋
八
六
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叩

]O
D

M空
OilLlt

ご
宗

埋

却

熱
準
の

農
作
物
に
封
す
る

恩
恵
は
熱
Ai)水
ビ
で
な
-

て
は
な
ら
ぬ
.
布
瞳
の
甘
輩
が
漕
配
に
よ
-
五
割
の
槍

牧
を
月

た

事
は
有
名
で
あ
る
｡
轟
滞
人
が
移
任
し
て
開

梨
に
従

ふ

や
p
畢
瑞
又
は
共
同
し
て
'
或
は
渓
流
を
水

¢

源
t,す
る
借
渠
(
珊
ビ
云
ふ
)
を
開
穿
L
t
蚊
は
堤
を
築



い
て
天
水
を
貯
留
(
坤
ビ
云
ふ
)し
以
っ
て
酢
配
に
供
し

た
も
の
で
あ
る
｡
此
の
坤
刷
に
は
佃
坤
川
.1J
云
ふ
て
､

土
地
の
所
有
者
p
叉
は
小
作
人
(
佃
笠

石
ふ
)
の
紐
解
し

た
も
の
ど
P
私
油
川
･.,J
い
っ
て
資
力
を
有
す
る
者
が
土

地
闘
係
者
ビ

一
定
の
納
税
密
約
し
て
起
業
し
収
益
を
問

っ
た
も
の
だ
あ
る
｡
仰
坤
川
は
比
較
的
小
規
模
で
数
甲

乃
至
冨
甲
内
外
p
私
坤
刷
は
水
路
の
延
長
幹
麦
を
合

し

数
十
且
に
及
び
其
の
甫
鵜
少
-
も
tr
甲
か
ら

一
酋
甲
に

及
ぶ
も
の
が
あ
る
｡
斯
る
大
工
轟
を
土
木
に
闘
す
る
離

職
に
乏
し
き
彼
等
の
設
計
し
た
こ
bJ
ゝ
て
p
中
に
は

一

工
現
に
十
数
年
を
埜
L
工
事
中
洪
水
の
蜜
を

披
-
p
或

は
兇
荘
S
東
壁
を
食
ひ
､
財
産
珪
命
を
犠
牲

に
し
た
も

の
も
多

-
､
今
荷
各
地

に二滴
字
を
設
け
て
年
々
祭
配
を

打
ひ
水
利
の
安
全
を
断

るも
の
が
あ
る
｡

打

設

坤

川

本
鳥
の

沸
耽

串
業

は
民

間
に
委
ね
て
は
p
姑
息
に
流

れ
天
恵
.{SrJ完
-
す
る
所
以
で
な
い
､
そ
こ
で
絶
好
府
が

進
ん
で
之
の
坤
川
二

股
沸
渦
工
事
)糎
紫
に
任
す
る
こ

ビ
ど
な
り
.
明
沿
四
十

一
年
庇
か
ら
大
正
二
十
年

(
昭

和
六
年

)
庇
に
瓦
″ヱ

1十
四
簡
年
轍
縛
事
業
tJ
L
で
三

度

糟

之

放

縦

千
苗
圃
を
計
上
し
た
0
其
事
業
の
大
粟
は
p
(
1
)沸
駅

の
行
渡
ら
L･i
い
地
方
に
特
に
完
金
な
沸
猷
用
水
路
を
開

穿
す
る
こ
と
､
(
二
)社
務
の
漁
況
工
事
を
改
修
L
P
そ

の
普
及
を
図
る
こ
ピ
､
(
≡
)
附
帯
事
業
だ
し
て
瑚
弗
の

落
差
を
利
用
し
て
水
力
電
気
を
起
す
こ
.fJ
等
で
あ
る
｡

而
し
て
本
計
姦
竣
工
の
畦
に
は
二
期
作
m
十

.I
常
八
千

甲

〔
本
島
に
於
で
批
配
の
利
の
な
い
地
方
は
雨
季
を
待

っ
て
年

一
回
の
水
村
を
栽
培
す
る
｡
之
を
畢
天
田
或
は

看
天
m
PJ･J
II試
ふ
｡
鞘
堂
の
少
い
年
は
金
紙
…収
穫
は
な
い
)

･JJ
電
力

.I
筒
七
'(;
玉
十
馬
力
を
得
ら
れ
る
見
込
で
あ
っ

た
｡
本
事
業
は
明
治
四
十

一
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
に

嘉
中
州
.
利
手
輔
釧
p
后
見
川
.
高
雅
州
の
獅
子
班
坤

鞘
の
改
修
放

同
州
曹

公
用
改
修
工
事
の

一
部
で
あ

る
下

淡
水
供
述
岸

工

事

を
竣
功
し

.

桃

園
坤
訓

の

二
部
を
了

へ
化
｡
桃
園
坤
刷
は
､
該
基
地
二
商
三
千
甲
に
搬
耽
す

る
を
目
的
だ
し
淡
水
河
の
上
流
石
門
の
地
に
取
入
口
を

設
け

t.
苗

<l千
hTTT六
十
間
の
導
水
路
を
開
穿
し
.
是
か

ら
幹
支
兼
を
通
じ
'
所
々
に
貯
水
池
を
築
き
､
雨
水
及

河
水
の
不
用
な
ど
き
貯
水
し
置
き
稽
作
油
に
濯
配
す
る

施
設
で
'
大
正
五
年
起
工
し
､
同
十
四
年
度
に
完
成
し

三三

trr皿
先
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粕
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桃
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基
地
は
約
六
嵩
五
千

甲
の
面
積
を
有
す

る
も
第
四
紀
洪
積
層
に
属
し
河
水
堆

配
の
優
が
な
-
'

古
米
降
雨
及
其
の
貯
水
に
よ
っ
て

1
部
に
碍
作
hCq･J
行
っ

て
来
た
も
の
で
あ
る
｡
此
の
高
原
中
に
春
す
る
貯
水
池

は
約
八
千
を
数

へ
.
そ
の
面
積
の
み
に
で
も
八
千
甲
に

及
ん
で
ゐ
た
｡
官
設
坤
桝
は
像
足
の
計
豊
の
も
ど
に
湛

捗
し
た
が
p
其
の
後
公
共
坤
瑚
組
合
が
駿
逢
し
.
間
数

を
投
す
る
よ
-
も
之
を
補
助
し
監
督
す
る
の
通
皆
な
る

を
諌
め
､
挽
淀
城
勧
千
二
:日
商
閲
は
第
両
大
川
に
補
助

す
る
こ
ビ
ビ
L
t
明
治
四
十

山
年
以
来
施
行
の
推
耽
工

郡
は
大
正
十
四
年
度
を
以
っ
て
打
切
-
･IJ
し
た
｡
明
治

四
十

一
年
以
降
甘
薯
坤
瑚
工
事
の
工
輩
を
示
す
ビ
左
記

の
通
わ
,で
あ
る
｡
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